




















に 1 度教職観や教職課程への考え方についてインタビューを行った対象者に対し、8 月に
引き続きインタビューを行った。本年度は、とりわけ卒業後の実態に焦点を当て、協力を
得られた新卒教員 3 名の語りに注目して分析を行った。その成果を中国四国教育学会にて













た。対象者のОさん、Ｎさん、Ｄさんは全員 2018 年 3 月に大学を卒業し、4 月に着任した。
3 名は女性であり、中学校に勤めている。対象者のプロフィールを、表 1 に示す。  
 










教科 英語 家庭科 美術
学校の様子 各学年6クラス 各学年3クラス 各学年5クラス






授業担当 3年生2クラス、1年生１クラス 全学年、全クラス 3年生5クラス、1年生3クラス
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2018 年 11 月に開催された中国四国教育学会、及び『教育学研究紀要（CD-ROM 版）』で
は、新卒教員 3 名へのインタビューを通して、彼らの授業に関する困難の捉え方がそれぞ
れ違うことが明らかになったことを報告した（淀澤ら 2018、淀澤ら 2019）。調査対象者の



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































梅田 崇広・井上 快・周 心慧・早川 知宏・深見 奨平・宮本 勇一・淀澤 真帆・李 憶南




は教職経験をいかに語るのか？」中国四国教育学会第 70 回大会口頭発表（2018 年 11





付記：本報告は中国四国教育学会第 70 回大会口頭発表（2018 年 11 月 17 日 A-9「教師教
育 I」部会）にて発表した成果及び中国四国教育学会『教育学研究（CD-ROM 版）』
に掲載された成果を一部含んでいる。  
 
